
文部科学大臣談話

＜すべての学校・教育委員会関係者の皆様へ＞

いじめが背景事情として認められる生徒の自殺事案が発生して

いることは大変遺憾です。子どもの生命を守り、このような痛ま

しい事案が二度と発生することのないよう、学校・教育委員会・

国などの教育関係者が担うべき責務をいまいちど確認したいと思

います。

いじめは決して許されないことですが、どの学校でもどの子ど

もにも起こりうるものであり、その兆候をいち早く把握し、迅速

に対応しなければなりません。文部科学省からの通知等の趣旨を

よく理解のうえ、平素より、万が一の緊急時の対応に備えてくだ

さい。

学校においては、日常において決していじめの兆候を見逃すこ

となく、いじめを把握したときは抱え込まずにすみやかに市町村

教育委員会に報告してください。

報告を受けた市町村教育委員会は、当事者としての責任をもっ

て、学校とともに迅速かつ適切な対応を行ってください。

また、児童生徒等の生命又は身体の安全がおびやかされるよう

な重大な事態に至るおそれがあると認めるときは、そのような事

態に至る前に、すみやかに関係者で連携することが必要です。都

道府県教育委員会は、学校や市町村教育委員会を可能な限り支援

してください。文部科学省も積極的に支援いたしますので、市町

村教育委員会、都道府県教育委員会はすみやかに文部科学省へ状

況を報告してください。

子どもの生命は非常に大切であり、守らなければなりません。

このため、学校、教育委員会、国などの関係者が一丸となって取

組んでいきたいと考えています。
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